
　4月15日は笠松春まつりの最終日となり、本町通りから八幡神社にかけて、多くの人々で賑わいま
した。 
　そこで、笠松春まつりの元となった「笠松祭り」の伝承の歴史について調べてみました。 
 
大名行列・・・かつて、笠松には郡代がおり、江戸時代後期に郡代を大名に見立てて奴行列を行った
のが起源と言われています。明治維新後には、笠松祭りの余興として復活し、司町と港町により隔年
で奉芸していましたが、担い手が減少したため全町的な保存会が組織され、現在では毎年実施され
るようになりました。 
笠松祭り・・・江戸時代には、旧暦の8月に行われていました。明治時代になっても引き続き秋に行わ
れていましたが、その後、4月の笠松春まつりとして行われるようになりました。 
山車（　）・・・川湊として笠松が商業で栄えていたころ、8つの町内が山車を持ち、奉芸していました。
その後、踊り手の不足などから山車の数は徐々に減り、現在では下本町が3年ごとに奉芸しています。 
神輿・・・笠松地区の各町内会には、本神輿と呼ばれる立派
な神輿がありました。神輿の数は少なくなりつつありますが、
祭りの伝統を繋ぐため、現在では花神輿を作って担いでい
る町内会が多くあります。 
　保存会や各町内会などが中心となって受け継いできたこ
れらの伝統を絶やすことのないよう、町民みんなで考え、町
内会ごとの横の繋がりも広げていきたいものです。 

〈注〉郡代とは、江戸時代、笠松に陣屋が置かれた際に幕府から

派遣された役人のことを言う。 
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かさまつの文化・芸術・学習の成果を 
一堂に「里」をテーマに文化フェスタ 

日ごろの活動成果を披露 日ごろの活動成果を披露 日ごろの活動成果を披露 

ステージ発表の様子 

全国水防管理団体連合会表彰を受賞 長年の功績をたたえて 長年の功績をたたえて 長年の功績をたたえて 

町長へ受賞を報告しました 

　5月19・20日、笠松中央公民館で文化協会による“かさまつ

文化フェスタ2018”が「里」をテーマに開催されました。 

　文化フェスタは、町文化協会に登録しているクラブやサーク

ルの会員が日ごろの活動の成果を披露する場です。 

　作品展示部門では、油彩画・水彩画・水墨画・写真・書・短

歌・俳句・生け花などの作品を11団体と、個人8名が展示。 

　ステージ発表部門では、日本舞踊・民謡・大正琴・詩吟・コ

ーラスなどの18団体が発表。 

　展示・発表合わせて約300名の会員が町民の人生を充実させることを目的とし、披露しました。 

　観覧された皆さんは、展示作品の素晴らしい出来栄えに感心し、ステージ発表では、会場が一体と

なり大いに盛り上がりました。 

　木曽川右岸地帯水防事務組合田代水防団団長闍橋 伸治

さん（北及）、同門間水防団団長の丹羽 芳男さん（門間）が、

全国水防管理団体連合会表彰を受賞され、5月10日に町長

へ報告されました。 

　闍橋さんは、昭和58年から田代水防団員と入団し34年以上、

丹羽さんは、平成9年より門間水防団員として入団し20年以

上にわたり水防業務に従事されました。水防連合演習や水

防工法競技大会などに積極的に参加し、水防団員の指導育

成に尽力されるとともに、団の発展に寄与されており、今回の

受賞となりました。 

【情報公開制度】 
　平成29年度の公開状況は次のとおりです。 

【個人情報保護制度】 
　平成29年度の個人情報保護制度の運用状
況は、開示、訂正、削除の請求、不服申し立て
はありませんでした。 

情報公開・個人情報保護制度実施状況 

請求 
件数 

処理状況 
公開 

 
部分公開 

 
非公開 

 
不存在 

 
取り下げ 

19 10 3 0 5 1

寄　附 【教育振興事業費として】 株式会社加藤組 現金 1,500,000円 

町では、ご趣旨に沿うよう活用させていただきます。 
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